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【海外レビュー論文】 目のエイジングを防ぐ抗酸化物質 

近年、コロナ禍でのテレワークや巣ごもり生活に伴い、VDT (Visual display terminal) と呼ばれる

パソコンやスマートフォンの使用時間が増加しています。働き世代では、長時間の VDT 作業による目の不調

が問題視されています。疲れ目に対しては点眼液がよく処方されていますが、最近では機能性や健康食品の

摂取による予防・軽減効果への関心が高まってきています。 

 

海外では、眼精疲労や調節機能だけでなく、食品が一部の目の病気に対する予防効果も研究されていま

す。アメリカ国立衛生研究所 (NIH) の国立眼病研究所 (National Eye Institute) が主導している

「Age-Related Eye Disease Studies (AREDS/AREDS2)」という研究プロジェクトでは、ビタミン

E、C、β-カロテンと亜鉛を配合したサプリメント (AREDS サプリメント) が加齢黄斑変性 (AMD) の進

行を遅らせる可能性を示しています 1,2。高齢化社会において、眼疾患による視力低下が高齢者の QOL 低

下につながると言われており、食品の予防効果が今後期待されています。 

 

そこで今回は、マレーシアの研究グループが去年発表した抗酸化物質が目の老化に対する効果のエビデン

スをまとめたレビュー論文を紹介します３。 

原題: Review of Evidence for the Usage of Antioxidants for Eye Aging 

https://doi.org/10.1155/2022/5810373 

この論文では、カロテノイドなどの抗酸化物質が視覚機能や眼疾患予防に役立つ可能性について、すでに

臨床研究で証明されたことを示しています (表１)。また今後、作用機序の解明に向けて、より多くの基礎研

究と臨床試験を実施する必要があることを強調しました。 

表 1. 抗酸化物質に期待される目の健康効果  

抗酸化物質 関与成分 期待される効果

加齢に伴う黄斑疾患の発症リスクを低減する4-8

AMD 患者の黄斑色素光学密度(MPOD)を上げる9,10

2 型糖尿病患者の視覚機能を改善する11

健常者のMPODとコントラスト感度を改善する12

緑内障患者の眼圧を下げる13

AMD 患者の視覚機能を改善する14-20

VDTの負荷による目の疲労感を軽減する21,22

ドライアイの症状を緩和する23

強度近視を持つ児童の近視進行を抑える24

抗酸化ビタミンやミネラルとの併用で、AMDの進行を抑える２５

白内障の発症リスクを低減する２６
β-カロテン β-カロテン

ビルベリー
アントシアニン(デルフィニジン、マルビジン、
ペチュニジン、シアニジン、ペオニジンなど)

カロテノイド キサントフィル(ルテイン、ゼアキサンチン)

サフラン
クロシン、クロセチン、ピクロクロシン、サフラ

ナール
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さらに、目の機能に対する抗酸化物質の具体的な効果とその有効性評価で用いた臨床検査方法もまとめ

られました (表２)。 

表 2. 視覚に対する抗酸化物質の効果とその効果を評価するための測定法 (元の論文より引用し抜粋) 

 

調節機能や眼精疲労の分野では、疲れ目の自覚症状や近点距離測定などの方法は、機能性表示食品の届

出向けに日本で実施されたヒト試験でも採用されています 27。 

 

世界において目の健康補助食品市場規模は、今年の 16.9 億ドルから２０３０年の２５．４億ドルまでの増

加が予測されています 28。そしてアジアでは、大人向けの商品だけでなく、受験戦争の影響で子供における

目の健康問題が注目されており、キッズ用サプリメントの販売も好調しています 29。老若男女問わず、現代

人の目に対する悩みが増えており、今後この市場の成長を後押しします。 

 

引き続き皆様に満足いただけるような情報を提供させて頂きますので今後ともどうぞ宜しくお願い申し

上げます。  

効果 臨床パラメーター

(i) 最高矯正近見視力と遠見視力

(ii) 調節の幅と調節状態

(i) 主観的測定: 眼精疲労アンケート

(ii) 客観的眼精疲労指標: 調節パラメーター、臨界フリッカー融合頻度 (Critical flicker–fusion
frequency, CFF)、まばたきの特徴

(iii) 職場環境の人間工学アンケート

Tear Film and Ocular Surface Society (TFOS) Dry Eye Workshop (DEWS) IIレポートに従って
ドライアイを評価・観察する診断方法:
(i) 症状の主観的測定: Ocular Surface Disease Index (OSDI) などの質問票

(ii) 涙液層の安定性
(a) 涙液層破壊時間 (Tear film breakup time, TBUT)
(b) 非侵襲的TBUT
(c) フルオレセインBUT (Fluorescein tear breakup time, FBUT)

(iii) 涙液量
(a) シルマー試験 (Schirmer test)
(b) フェノールレッド綿糸法 (Phenol red thread (PRT) test)
(c) 定量的な涙液メニスカスの高さと涙液貯留量

(iv) 眼表面の損傷
(a) フルオレセインナトリウムによる眼表面の点状染色

(v) マイボーム腺評価
(a) マイバムの量と質、マイボーム腺脂質圧出のグレーディング (Meibum expressibility)

(vi) 客観的ドライアイ測定
(a) Oculus Keratograph® 5Mトポグラファー (ドイツ)

(i) 黄斑の光干渉断層計 (Optical coherence tomography, OCT) 検査 (非侵襲的)

(ii) 光干渉断層血管撮影 (OCT angiography) (非侵襲的)

(iii) フルオレセイン (Fundus fluorescein angiography, FFA) とインドシアニングリーン
(Indocyanine green angiography, ICGA) 蛍光眼底造影 (侵襲的)

(iv) 多焦点網膜電図 (Multifocal electroretinogram, mfERG)

(i) 眼圧計による眼内圧 (IOP) 測定

(ii) 構造検査: 視神経のOCT検査

(iii) 自動視野検査: 例えば、ハンフリー視野計 (Humphrey visual field analyzer) (Carl Zeiss
Meditech社製)

屈折異常と調節

眼精疲労

眼表面とドライアイ

網膜の構造、機能と微小循環

構造、機能、微小循環と損傷の
危険因子に関する視神経評価
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オルトメディコは世界に向けて、日本の「機能性表示食品」などの制度を積極的に発信しております。その

中で、日本のマーケットに興味を示す海外企業はよく見受けられます。そこで、日本と海外をつなぐビジネス

チャンスを創出するため、日本市場への参入を意欲している海外メーカーやサプライヤーの情報を定期的に

ご紹介させていただきます。 

今回は、以下の海外企業ニーズを共有させていただきます。 

ID： GN22001 

要望： 輸入・国内の流通販売 

概要： イギリスのカシスエキス含有の最終製品の販売を行う企業が、日本国内向けに、自社製品を一般食

品としての販売を希望しています。また、将来的に機能性表示食品も視野に入れています。 

ID： GN22002 

要望： 輸入・国内の流通販売 

概要： モナコの花粉エキス含有の女性健康向けの最終製品の開発・製造・販売を行う企業が、日本国内向

けに、自社製品を一般食品または機能性表示食品としての販売を希望しています。 

ID： GN22003 

要望： 輸入・国内の流通販売 

概要： インドの植物由来の原料 （クルクミンエキス、精油、色素など） の開発・製造・販売を行う企業が、

自社原料を機能性素材としての日本国内販売に対応可能な業者を探しています。 

ID： GN22004 

要望： 輸入・国内の流通販売 

概要： インドの植物由来の原料 （フェヌグリーク、シナモンバークなど） の開発・製造・販売を行う企業が、

自社原料を機能性素材としての日本国内販売に対応可能な業者を探しています。 

ご興味がございましたら、オルトメディコまでご連絡ください。 
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